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『吾輩は猫である』第五章
                             Junko Higasa

二六時中珍事件が発生する苦沙弥邸の様子を精密に描写しようと思ったら、書くほ

うも読むほうも 24 時間では終わらないから「いくら写生文を鼓吹する吾輩でも 24 時

間を洩れなく報告することはできない。遺憾ではあるがやむを得ない」かといって、

物騒な風流気を出す恋愛小説は誘われても書く気にはなれん。自然主義のように分析

事項を描写する気にもならん。だから報告に値する奇言奇行のみを択んで精密に報告

するために、今の時間帯は休息時間とする。そう断って心地よい眠りに就いた猫は夜

中にふと目覚めて、報告に値する出来事を得る。泥棒が入ってきたのである。その姿

を第一に報告するのが一般小説の習いのようであるが、写生文を志す吾輩としては心

的描写をしなければならない。そのために人間よりはるかに優れた猫の聴覚を以て、

視覚で表す以前の泥棒の動きを捉え、それに伴う心的状況を精密に描き出す。そして

「いつ When、どこで Where、誰が Who、何を What、何故 Why、どのように How」

を報告し終わった吾輩は、次なる叙述の順序としていよいよ泥棒の様相を紹介せねば

ならぬ。しかしその前に卑見を開陳して御高慮を煩わしたいことがある。

『古代の神は全智全能と崇
あが

められている。ことに耶蘇
や そ

教
きょう

の神は二十世紀の今日
こんにち

まで

もこの全智全能の面を被
かぶ

っている。しかし俗人の考うる全智全能は無智無能とも解釈

が出来る』このパラドックスを道破した者は天地開闢以来自分のみであろうと考える

と、多少虚栄心も出るから是非ともその理由を申し上げたい。

まず神の御製作である人間の「顔」については人間自身が観察を積んできた。古代

ギリシャのヒポクラテス、アリストテレス、プラトンから始まった「栄養質・筋骨質・

心性質」を基本とする人相学、18 世紀のスイスの牧師ヨハン・カスパー・ラヴァータ

ー(Johann Casper Lavater)の「人間の本性は容貌に現れる」観相学、19 世紀初頭の

ドイツの医師フランツ・ヨーゼフ・ガル(Franz Joseph Gall)の「人間の精神は頭蓋骨

の形に現れる」骨相学という具合にである。その観察を経て人間は、これだけ多くの

人間を製造しながら一人として同じ顔を作らなかった神の手際に恐れ入った。しかし

別の立場から見ると、人間は同じ材料で出来ている。いわば本性は同じである。従っ

て神が「人間」という一種類の生物を作ろうとしながらこれだけ多くの顔を作ったの

は、当初から違う顔を製造しようとした成果ではなく、同じものを作ろうとして作り

損ねた結果ともとれる。文学においても同様で、創造主を製作者と置き換えると、文

芸評論家は表面に多種多様の変化を起こすのが全能的技量と恐れ入っているようだが、

それは当初からそのように作ろうと思って作ったのか、作り損ねて乱雑な状態に陥っ

たのか分からんではないか。よって全知全能は無知無能ともいえる。

このように神の製作の出来栄えを無能の結果ではあるまいかと疑っていた吾輩は、

それを一時に打ち消すほどの場面を目撃した。目の前に現れた泥棒の顔が、かの好男

子水島寒月君に瓜二つなのである。『神もこんな似た顔を二個製造し得る手際がある

とすれば、決して無能を以て目する訳には行かぬ』同質の人間を区別のできぬよう同

じ顔に造り得たとなれば神は全能であると評してもよいだろう。文学においても、一

銭銅貨ぐらいの目をつけた毬栗頭や怖い顔のイメージを与えない客観的視点で人間の

本質を描き出せたなら理想的である。

さらに神の手際について触れると、顔による人間分類で優れたる者と自認して東ア



ジアに進出した欧米列強は、その「顔」という観点からすれば「山の芋を盗みに来る

好男子」であり、日清戦争に勝利した日本を「三国干渉」で抑え、さらに日露戦争に

勝利した日本を「黄禍論」で圧迫した。それはもし日本を認めたならば「同じ顔を作

ろうとして失敗した」という神の無能力を証明することになってしまうからである。

逆に日本は「好男子」を二個製造した神の全知全能を証明できるのである。

さて、吾輩は報告すべき盗難状況と多々良三平君の来訪を描いて再び休息に入る。

吾輩は働くために休むのだが、多々良君が吾輩を休養しか能がないように罵ったのは

気がかりである。『とかく物象のみ使役せらるる俗人は、五感の刺激以外に何らの活

動もないので、他を評価するのでも形骸以外に渉らんのは厄介である』これを文学に

応用すると、物象のみに使役せらるる評論家は、五感の刺激以外に何らの活動もない

ので、形骸以外評価せんのは厄介である。写生文は表面的に活動していないように見

えて、中では激しく活動しているのである。猫といえども社会的な動物である。また

日本猫であるから日本贔屓である。先達中から日本は露西亜と大戦争をしているそう

だが、吾輩は東郷平八郎元帥海軍大将が作戦に苦心したように、日本の未来のために

人間の在り方を研究し、日本文学を発展させるために苦心しているのである。相変わ

らず人間は自分の目で捉えられる物象しか見ていない。遺伝や環境から人間を分析す

る自然主義は、神の「顔」制作の手際を見誤った人間の前例をどう思うか。もともと

神は進化論を容認しない。人間は如何に自分が何も知らないかということを認識すべ

きである。自然や自分について知っているつもりで、実は何も知らないのである。

『トリストラム・シャンディ』は剽窃であるという非難に、スターンはわざわざ剽

窃をもって応答した。それを承知している漱石は、『トリストラム・シャンディ』を『吾

輩は猫である』に写した。もともと藝術は模倣から始まる。逆に言えば模倣なくして

成り立たない。その中でも「パロディ」は十年・二十年と経つうちに変化する言語に

組み直して虚構と現実を描くことによって、ソクラテスの言う「無知の知」すなわち

「知らないふりをして問答する中で、自分が如何に知らないかを気づかせる」という

方法で、歴史の中の誤認識と人間の自惚れを修正するためにある。漱石は、ローマの

歴史を作中に組み入れることによって、戦時下にある日本の状況判断を促した。

さて、ここで寒月君の写生という言葉から、ふとドッペルゲンガー(Doppelgänger
そっくりの人・写し)という言葉を思い浮かべた。ドッペルゲンガーは自分の意思に関

わりなく、自分に関係のある所にもう一人の自分が現れる現象である。心の中に潜ん

でいる欲望がもう一人の自分となって現れる。江戸時代には「離魂病」と言われて、

それを見ると死ぬというのが定説であったが、必ずしも死ぬとは限らず、自分の分身

を本人が見るだけでなく別の人が見るケースもある。もちろん理学者寒月君は泥棒し

たいなどと思っている筈もないが、ここに自分の写しが自分の地位を奪うというドス

トエフスキーの『分身』を充てると、金田富子嬢を寒月君から奪う存在は泥棒かもし

れない。そして気になるのは芥川龍之介の『二つの手紙』である。それは夫婦してド

ッペルゲンガーに苦しめられる男が「警察署長閣下」に宛てた手紙である。そこに気

になる文が二つある。『閣下はまず、人間が如何に知る所の少ないかを御考えになるべ

きでしょう』『この例は、優に閣下の傲慢な世界観を破壊するに足りましょう』

漱石の著作をよく理解した龍之介は『鼻』、泥棒のパラドックス『羅生門』を書いた

が、『二つの手紙』も気になる所である。戦争で国家へ愛を捧げた者は英雄であると同

時に殺戮者である。理想とは二面。全知全能は傲慢、無知無能は無垢である。(2016.1.24)
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